
〈小 学 校 図 画 工 作 部 会 〉

研 究 主 題 「魅力 ある学習活動 と個 に応 じた指導 の充実」

研究の概要

図画 工 作科 で 身 に付 け るべ き資 質や 能 力 を、 目の 前 のす べ て の児童 に育成 す るた め、 い

か に授 業改 善 を行 って い くかは 、 ま さに重要 な課題 で あ る.

ま た 、児童 の 「っ く りだす喜 び」 の実感 は、児 童 自身 の様 々 な資質 や 能力 を進ん で働 か

せ る原 動力 とな る。

そ こで、 図画 工 作部 会 では 、児 童 が表 現及 び鑑 賞 の 活動 に喜 びや楽 し さを実 感 しな が ら

取 り組 む こ との で きる魅 力 あ る学習 活動 を通 して 、児 童 の 資質や 能 力 が 高め られ る よ うな

題 材設 定の 工夫 及 び 個 に応 じた指 導 の在 り方 につ いて 、授 業 に よる検 証 を行 い実践 事例 と

して ま とめ た。

1研 究 の 目的 及 び 方 法

1学 習 活動 にお いて児童 が学 習 の喜 び を実 感す る ことを重 視 す る

図画 工作科 で育成 す る資質 や 能力 は 、 「造形へ の関 心 ・意欲 ・態度J「 発想や構 想 の能 力」

「創 造 的 な 技能11鑑 賞 の能力 」 と して、 四つ の観点 で示 され てい るe

これ らの 資質や能 力 を 高め伸長 させ る と ともに、それ らが 身 に付 いて い く中で は ぐ くまれ

る、価 値 あ る ものに気付 く感 覚や 、深 く感 じ取 れ る よ うな感 性 、 そ して美 しい ものや 崇 高な

もの に感 動す る豊 か な心 の育成 を 図る こ とが、図画 工作 科 の 目標 で ある。

これ らの資質や 能 力 は 、個別 に機 能 し高 め られ る もの で は な く、相 互 に関連 し合 い働 き合

っ て 高 まる もの と考 え られ る。

特 に 、表現及 び鑑 賞 の活動 にお け る、児童 が主体 的 ・創 造的 に意 味や価 値 をっ く りだ す喜

びや 、 自分 の存在 を感 じつ つ 、新 しい ものや未 知 の世界 に向 か う楽 しさの 実感 は、児 童 自身

の もて るカ を進 んで働 かせ る原動 力 とな る。

そ こで、今 回 の東京 の教 育21図 画 工作 部会 では 、魅 力 あ る学 習活 動 を、

(1)活 動 の対象や 内容 及 び展 開が児 童 に とっ て魅 力 あ る もの であ り、「造形へ の 関心 ・意 欲 ・

態度 」 を高 め続 けてい く工 夫が され て い るこ と

(2)児 童 が、``自由 さ"を 実 感 しな が ら主体的 ・創 造的 に取 り組 み、 自身 の もてる力 を十 分 に

発 揮 で き るよ うな学習活 動 で あ るこ と

と と らえ、検 証授 業 を通 し研 究開発 を行 った。

2魅 力 あ る学 習 活動 を通 して 四 つの観 点 に示 された 児童 の 資貫 や能 力 を育成 す る

各 学 校の 図画 工作科 の 授業 で は、教 科 書を基 に して児 童 の実態 に合 わせ 、学校 の立地 環境

や 地 域 の伝 統 工芸等 を活 用 し、多 様 な学 習活動 が行 われ て い る。

個 々の学 習活 動 の表面 的 な様相 に と らわれ て しま うと、児 童 の作 品等 の圧 倒的 な魅 力 の前

で 、そ の 出来栄え のみ に こだわ った り、 上手 、下手 で序 列化 した りす る よ うな作 品主 義的 な

指 導 と評価 に陥 っ て しま う。

この よ うな 点か らも、様 々な題 材 を通 しては ぐくむ 資質や 能 力 を四つ の観 点 に基 づ い て 明

確 化 し、様 々 な活動 の実 際 にお け る児 童 の学 びの実 現状 況 を四つ の観 点 で把 握 し、指 導 の 充

実 ・改 善 を不断 に 図っ てい くこ とは極 めて重要 で あ る。

そ こで、 今 回の研 究 開発 では 、表現 及 び鑑 賞の魅 力 ある学習 活動 を通 して発揮 され る児 童

の カ を、 「造形 へ の 関心 ・意 欲 ・態度 」 「発想や 構想 の能 力 」 「創 造 的な 技能 」 「鑑 賞 の能 力]

と して 把握 し、そ の育成 を意 図的 ・計画 的 に図 るた めの 、個 に応 じた 揖導 と評価 の在 り方 に

つ いて 、検 証授 業 を通 し研 究開発 を行 った。
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皿 研 究の内容

一 ■rい いとこ、いいこと、わた しの場合」
(第4学 年 ・A表 現{1)B鑑 賞(1)・ 全6時 間)

1題 材 の 目標

段 ボール で仕切 られ た空 間 を も とにイ メー ジ をふ く らませ 、そ の空 間や材 料 の特徴 を生 か

し、体全 体 の感覚 や 技能 を働 かせ て造形 活動 す るこ とを楽 しむ 。

2題 材 設 定の ポ イン ト

本 題材 は 、子 どもた ちの 「っ く りだす 喜び」 の実 感 を重視 した題 材 で あ る。

表現 活動 の対象 とな る空 間(場 所)及 び材 料 の質 感並 び に活 動 の内容 の 面 白 さに よって、

児 童 の造形 活動 へ の関心 や意 欲 を喚起す るこ とをね らい と してい る。

ま た 、活 動 の過 程で 、友 人 の活動 とかかわ り合 った り、 一緒 に 活動 した りす る こ とを通 し

て 、児 童 一人 一人 が創造 的 な能 力 を一層働 かせ るこ とを重視 し、 児童 同士 の学 び合 い が積 極

的 に行 われ るこ とをね らい と して い る。

(1)段 ボー ルの 壁 ・空間 ・中 に入 る とい う活動

児 童 は 、 自分 の体 がす っ ぽ り隠れ る くらい の段

ポ ー ル(ロ ール 状)の 大 きな壁 に囲 まれ 、 自分 だ

け の場 所 を もつ こ との安 心感 や 、 自分 だ けの活動

の対 象 とな る空 間 を得 た こ との喜 び を き っか けに

して 、活 動 を展 開 してい く。

そ して、段 ボー ル の壁や 空 間 に 自由に働 きか け

てい く活 動 の面 白 さが、児 童 の造 形へ の 意欲 を喚

起 し、 もて る力 を十 分 に発 揮 させ 、ダイ ナ ミック

な 活 動 が展開 され てい く。

ま た 、それ ぞれ の空間 は 、完全 に閉 ざ された も

の で は な く開 かれ た空問 と して 、友人 と共有 した

り、 通 路や 窓 で交流 し合 った りす る可能性 を十 分

に有 して い る。 それ に よって児 童 の発想 や活 動 は、一 層広 力陶 を もつ 。 自然なか たち で 、互

い の 空 間 を訪 問 し合 い 、見合 っ た り話 し合 った り しなが ら、新 しい よ さや 面 白さを思 いつ き 、

っ く り変 えっ く り続 け る。 造形 活 動 の後 の相 互鑑 賞活 動 も含 め、友人 との学び合 いや 、お 互

い の よ さを分 か り合 い伝 え合 う活 動 を通 して、児 童 は、新 しい 意味や 価値 を獲得 す る。

(2)段 ボー ル とい う材 料が もつ魅 力 と可能性

自在 にカー ブす る ロール 状 の片 面段 ボ ール は、児童

が 適 度 に抵 抗感 を感 じなが ら、児 童 の思 い を受 け止 め

て変 化 でき る素材 であ る。色 合 い も質感 も素朴 で親 し

みや す い。

主材 料 の段 ボール に合 わせ て 、補助 的 な材 料 も紙類

を 中心 と して個 性 の強す ぎな い もの を用 意 した。クラ

フ ト紙 、画用紙 、色 紙 、紙紐 な どであ る。

これ らは児 童の 手に な じみ 、切 る、 ち ぎる、操む 、

貼 るな ど、扱 いが様 々 に工 夫 で きる材 料 で ある。

そ の他 、粘 着テ ープ 、接 着 剤 、段 ボー ルカ ッター 、

描 画 材 な ど も用意 し、児童 の要 望 に応 じて使 え るよ う

に して お く。

また 当然 、

き出 て く る。 これ につ いて は無理 のない 範囲 で認 め 、

で 、児 童 の活 動は 、 よ り広 が り豊 かな もの となる。
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自分 な ら これ を使 い たい、 あれ を持 って来 たい とい う自然 な発想 が児童 か ら沸

自分 が 持 って 来 た もの も活用 す る こ と
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3題 材の評価規準

ア 造 形 へ の関 心 ・意 欲 ・想 度 イ 発想や構想の能力 ウ 創造的な技能 工 鑑 賞の能 力

段 ボー ル で仕切 られ た 段 ボー ル で仕 切 られ 材料 や 空 間 ・場 所 の 友 人 の い ろい ろ な表 し

空 間 を も とにイ メー ジ た空間や材料にかか 特 徴 を生 か し、 体全 方 の違 い を見 付 け た

をふ く らませ 、体 全 体 わ り、 よ さや 面 白 さ 体 の感 覚 を働 か せ り、 よ さや 面 白 さな ど

の感覚や技能 を働 かせ など自分の感 じ方 を て 、思 い の ま まに っ に つ い て 、感 じ た こ と

て 、進 ん で造 形活 動 す 大切 に して想像をふ く っ た り 、 っ く り直 を話 し合 った りす る な

る こ と を 楽 しみ 、 そ の くらませ 、 豊か な発 し た り し な が ら、 表 ど、関 心 を も っ て 見 る 。

喜 び を味 わ お うとす 想 を した り、表 し方 し方 を工 夫す る。

る 。 を考 えた りす る。

4指 導と評価の計画

時

-

・

2

児童の活動

大 き な 長 い 段 ポ ー

ル 、どん なことがで

きるか な

○ 段 ボ ー ル を 使 っ て
自分 の 場 所 を つ く
る こ とを知 る。

O材 料 に 触 れ 、 特 徴
な どに気 付 く。

段 ボ ー ル で

『い い と こ』 を つ

くろ う
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○

教師の働きかけ及び留意 点

「大 き な段 ポ ー ル で しょ う」

[曲 げ た り折 っ た り して 立 て られ る ね」

「この 中 に入 っ た ら どん な 感 じだ ろ う」

学習活動における具 体の
評価規準〈評価方法〉

⇒ 曲 げ 方 や 立 て 方 に つ い て 実 際 に 示 す

な ど、さ ま ざ まな発 想 力藍引 き 出せ る よ

うに、 働 きか ける.

「段 ボー ル を立 て てみ よ う」

「気 に 入 った と ころが 自分 の 場 所 だ よ 」

⇒ み ん な で 協 力 して 段 ボ ー ル を 立 て ら

れ る よ うに声 をか け る。

⇒ 床 へ の固 定 な どを 手 伝 う。

⇒ 一人 一 人 が 、気 に 入 っ た場 所 を 必 ず 持

て る よ うに配 慮 し、意 欲 を もっ て 活 動

で き る よ うにす る。

動場所見取り

●=児 童

段 ボ ール ↓
●

曳 ●

■

活 動 の 導 入 段 階 で

は、児壼が 、わ くわ く

しなが ら活動の楽 しさ

を実感 し、思いをふ く

らませ 、活 動のイメー

ジが広がってい くよ う

な、働きか けが重要 と

なる。

1繭

【ア① 】自分 の思 い を ふ

く らませ て 、段 ボー ル を

動 か した り形 を 変 え た

り しな が ら、自分 ら しい

空 間 を つ くろ う とす る.

〈観 察〉

児童 の活動場所 の見取 り図 を作成 し、児童

の活動状 況の把握 と指導 に活用す る。

また、授 業の終 わ りに段 ポール をたたまな

けれ ばな らな い場合 は、次時に、見取 り図 を

もとに復 元す る。
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-

・

2

3

・

4

5

・

6

自分 の 場所 に入 って

み よ う、どん なことを

してみ たいか な

O個 別 の場所 に入 り、

してみた い ことを 考

えた り思 い付いた り

す る。

Oイ メー ジをふ くらま

せ てっくる.

O材 料や用 具を生か し

て楽 しくつ くる.

O様 々な表 現を試 した

り工夫 した りす る。

「入 る と どん な 感 じが す る か な 」

「そ こで 何 を しよ うか な 、 考 えて や って

み よ う」

"s/iltlll

メ 庭,目

尋細
,il

"造 形逝 び"は 児童の 資質や能 力を十 分

に働 かせ 、造形的 な創造 活動の基礎 的なカ

を育 てる ことをね らいと した、``遊び性"を

生か した学習活動 として構成 されてい る。

児童が 、「活動 させ られてい る」とい う束

縛感 や強制感 などをもたないで、学 習活 動

に 「'`遊び"の もつ 自由さ」を実 感 しなが ら

主体的 に取 り組む 。

このよ うな'`実 りある自由な活動"を 成

立 させ るた めには、教師 の適切な子 どもへ

の働 きか け(指 導)が 、何よ りも重要 とな

る。

「授 業の 終 わ りに段ボー ル を たたむ か

ら、厚みの ある物 を貼 った り、段ボー ル

の壁 をつな げた りする場台 は、最後の時

聞に しよう」
⇒ 安 全 に十 分気 を付 けてつ くる よ うに

促す。
⇒材料や用具 は、児童が身近に感 じられ

るもの、使ってみた くなるものを、数
量や色合い を考えて用意 し、使 いやす

い置 き場所 を工夫す る.
「どんな材料がいいかな」

「いろんな方法が あるね 、た くさん試 し

てみ よ う」
「友達 とつなが ってもいいよ」

「使 いたい ものが あれば 、家 か ら持 って

来 てもいいよ」

み ん な で 見 合 お う 、

こん な こ と が あ っ た

よ って 話 して み よ う

0友 人 の活 動 を 見 た

り、 自分 の 場 所 に
招 待 した りす る。

O感 じた こ とや 気 付
い た こ と な どを 発
表 す る.

Oワ ー ク シ ー トに 感

想 を 書 く。

活動の様 々な段 階で…

児童の活 動の様子か ら、また 、一 人一

人の声 を聞きなが ら、共感的に児童の活

動や思 いを理解 し、活動が さらに創造的
に進む ように 、一人一人の課題 に応 じて

指導 を工夫す る。

鶴`『'』

「見せ た り、 見せ て も ら った り しよ う」

「どん な こ と したの か 発 表 しよ う」

「気 付 い た こ とや 思 った こ と を書 い て お

こ う」

⇒ 一 緒 に遊 ぶ こ とか ら、よ さや 面 白 さ}こ

気 付 く こ とが多 い の で 、子 ど もの 気 持

ち に 添 っ て楽 しく活 動 を展 開 す る。

⇒ 発 表 の場 を設 け 、そ れ ぞ れ の 活動 の よ

さや 面 白 さにっ い て 、み ん な で認 め合

うよ うに す る。

【ア② 】段 ポール で仕切

られ た空 間 を も とにイ

メー ジをふ くらませ 、体

全 体の感 覚 や 技 能 を働

かせ て、造形活 動す るこ

とを楽 しむ.〈 観察〉

【イ① 】段 ボール で仕切

られ た 空 間 の特 徴 や 材

料 な どか ら想 像 をふ く
らませ 、よさや面 白 さな

ど 自分 の感 じ方 を 大切

に して 自分 ら しい活 動

を思いっ く。 〈観察〉

【ウ① 】材 料や空間 ・場

所の特徴を生か し、体全

体の感 覚を働 かせて 、表
し方 を 工 夫 す る。(観

察〉

【ア② 】段ポール で仕切
られ た空 間 を も とにイ

メー ジをふ く らませ 、体

全 体 の感 覚 や技 能 を働

かせて、造形活動す るこ

とを楽 しむ。 〈観察〉

【イ②】友人の活動 とか
か わった り、一緒 に活動

した りする中で、新 しい

活動 を思い付 いた り、表
し方 を考 え た りす る 。

(観察〉

【ウ②】材料や空間 ・場

所 の特徴を生か し、つ く

り直 した り、新 しい表 し

方 を取 り入 れ た り しな

が ら、表 し方 を工 夫 す

る。(観 察〉

【エ① 】いろいろな表 し

方の違 い、材料 の組み合
わせ に よ る感 じの違 い

な どに気付 く。(観 察)

【ア③ 】自分 や 友 人 の 活

動 に関 心 を もち 、よ さや

面 白 さ な ど を 感 じ 取 ろ

う とす る。

【エ② 】友 人 の活 動 の よ

さ や 面 白 さ な ど を 見 付

け た り、感 じた こ と を話

し合 った りす る な ど、関

心 を もっ て見 る。

(観 察 ・ワー ク シー ト〉
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5十 分 満足 で き る状 況(A)と 判 断
ノー-Aの 状 況を実現していると判 断するには暖 昧なとらえ方 ではなζ～

評価規準に示された資 質や能 力を、総合 的に、関蓮 的に、主体 的
した具体的な事例 ㌔」三・継続的に働かせている状態 が把握されなければならない。 ノ

児 童EとNの 活 動場所 は 、 「活 動場 所 見取 り図 」を参照Z

学習活動における具体の評価規準 十分 満足 で きる状況{A)と 判 断 した具 体 的 な例

段 ボー ル で仕境 られ た空 間 を もと 自分の思 いや 意図 に合わせ て、材 料や衰 し方 を選

ア に イ メー ジをふ く らませ 、体 全 体 の ぴ 、 自分 が 納 得 い くま で試 み よ う とす る な ど 、っ

② 感 覚や技能 を働 かせ て、造形活動す く り、 つ く り変 え、 つ く り続 け よ うとす る。

る こ とを楽 しむ 。

段 ボー ル で仕切 られ た空 間 の特 徴 色紙 や クラフ ト紙 を中心に、様 々な材料 の組 み合
E や材料 な どか ら想像 をふ くらませ 、 わせ や生か し方 を考 えなが ら、大 きな紙 を使 っ た

の
例

イ
① よ さや 面 白 さな ど自分 の 感 じ方 を

大切 に して 自分 ら しい活 動 を思 い

カ ー テ ン を っ く る こ とを 思 い 付 き 、 自分 の 表 わ し

た い 思 い に 基 づ い て 、表 し方 を 考 え る。

つ く 。

友 人 の 活動 の よ さや 面 白 さな どを 自分 ら しい見方や感 じ方で、友人 の活動 の意 図や

工 見付 け た り、感 じた こ とを 話 し合 っ 特徴 につい て具体 的に取 り上げ 、そのよ さや 面 白

② た りす るな ど、 関心 を も って 見 る. さに つ い て 話 し合 っ た り発 表 した りす る。

段 ボ ール で 仕切 られ た空 間 を も と 自分 の思いや 意 図に合わせ て、材料や表 し方 を選

ア にイ メー ジ をふ く らませ 、体 全 体 の び 、 自分 が 納 得 い くま で 試 み よ う とす る な ど、 つ

② 感覚や技能 を働 かせて、造形活動す く り、 つ く り変 え、 つ く り続 け よ うとす る。

る こ とを楽 しむ 。

N 材料や空間 ・場所の特徴 を生か し、 紙紐 を2、3本 東 ねた色合 いを考 えなが ら、結ん

の
ウ 体全体 の感覚 を働かせて、表 し方を だ ときにで き る形 を工夫 し、素敵 な飾 りにな るよ

例 ① 工 夫 す る。 う に 、 つ く り 、 つ く り 変 え 、 つ く り 続 け る 。

友 人 の 活 動 とか かわ った り、一 緒 に 隣の場所の友 人 と、共有す る壁 の窓の開 け方 、窓

イ 活動 した りす る中で、新 しい活動を の形 な ど につ い て 、 よ りよい も の に な る よ うに 話

② 思い付 いた り、表 し方を考 えた りす し合 い 、 そ の 表 し方 の た め に、 次 々 に 新 た な こ と

る 。 を 思 い 付 く。

6努 力 を要す る状況 に ある と判 断 され る児童 への 指導 の 具体 的 な方 法 と児童 の変容

児 童Zの 活 動場所 は、 「活動 場所 見 取 り図」 を参 照

くZの 例 〉

活動の当初 、 ア1自 の用いをふ らませて 段ボールを動かしたり形を"え たりしながら 自∠らしい空

間 をっくろうとする。の評価 規準において、努 力を要する状況にあると判断 される児童

この 児 童 は 、 自分 の表 現 に 自信 を もつ こ とが な か な か で き な い た め 、作 品や 活 動 にっ い て み ん

な に紹 介 す る こ とは ほ とん どな く、 「も っ と楽 しく した い 」 とい うよ うな意 欲 を もてず 、 「こ う し

た ら?」 とい う友 人 の意 見 に も素 直 に 耳 を 貸す こと が で き な か った 。

ま た 、 活 動 の 途 中 で行 き詰 る と、 「も うで き た か らい い 」 と言 っ て 、納 得 い くま で追 求 し よ う

と しな い場 面 が 多 く見 られ た。

こ の 題 材 の ロー ル 状 の大 き な段 ボー ル とい う材 料 は 、す べ て の 児 童 に と って 初 めて の もの で あ

り、 こ の材 料 の 面 白 さは 、Zに 関 心 を い だ かせ るこ とに も効 果 をあ げ た。
しか し、Zは 、一 人 一 人 の活 動 場 所 を決 め る班 の 活 動 の 輪 に入 っ て い け な い。 面 白そ うに眺 め

て い る 逼 、 一 定 の 距 離 を置 い て い る。

そ こで 、 教 師 が 、段 ボー ル で簡 状 の壁 を つ く り、そ の 中 に入 り、Zを 招 き入 れ た。Zは 、 体 ご

とす っ ぽ り入 っ て しま うほ どの 大 き さに び っ く りした様 子 で 、筒 状 の段 ボー ル の 壁 が くね くね 曲
が って 、形 を 変 え る こ とを 面 白が っ た。 そ して 、活 動 に 意欲 的 に な り、み ん な と一 緒 に場 所 を決

め る こ とが で きた 。 自分 か ら進 ん で 段 ボ ー ル に 触 っ た り、 形 を工 夫 した りす る様 子 が 見 られ た。

中 に入 っ て い る と 、 い ろい ろ な想 像 が ふ く らんで くる の 那 楽 しい ら しく、 「こん な こ とで き る

な ん て 楽 しい 」 と、 声 をは ず ま せ て い た 。

自 分 の 発 想 に 自信 が も て る よ うに 、 「ど ん な こ と が 思 い 浮 か ん だ?ど ん な こ と を し て み た

い?」 と声 を か け、Zの 思 い を 共感 的 に 受 け 止 め 、面 白 さや よ さを ほ め、そ の表 現 の仕 方 に つ い

て 相 談 に乗 る と、 に こに こ しな が ら材 料 を集 めた り、 道 具 を持 っ て きた りす る な ど忙 しそ うで 、

時 間 が い く らあ っ て も足 りない 様 子で あ った 。
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r光 の ゲ イ ジ ュ ツ 」(第5学 年 ・A表 現(2)B鑑 賞(1)・ 全10時 間)

1題 材 の 目標

様 々な光 の美 しさや 面 白 さに気付 き、それ らを生 か し想 像 をふ くらませ て、創 意 工 夫 して

表 現 す る こ とを楽 しむ。

2題 材 設 定 の ポ イ ン ト

本 題材 で は、A表 現(1)「 造 形遊 び 」の 要素 を積 極的 に取 り入 れ 、 また 、B鑑 賞(1)と 合 わ

せ て 、一連 の活 動 と して設 定 す る。

まず 、様 々な光 を鑑 賞 し、 それ を ヒン トに発 想 をひ ろ げ、 い ろい ろな材料 を使 った 「造 形

遊 び 」 を行 う。

次 に、そ の体験 を も とに、光 の美 しさや 面 白さを生 か しなが ら作 品の製 作 を進 め、 とき に

は、 教室 を暗 くす るこ とで鑑賞 の時間 を とりなが ら、 さ らに製 作 を続 け 、最後 に 「光 の展 覧

会 」 で鑑 賞 の時 間 を設 け 、活動 を振 り返 る。

児 童 に とっ て魅 力 あ る素 材 で ある光 を使 い、 また 、児童 一人 一 人 の実感 を重視 した活 動 の

プ ロセ ス を工夫す るこ とに よって 、子 どもたち の関心 ・意 欲 を高 め続 け 、その能 力 を十 分 に

発揮 させ るこ とをね らい と した。

(1)光 に つ い て

何 種 類 か の 光 源 を 用 意 す る.

電 球 、LED(発 光 ダ イ オ ー ド)、 ブ ラ ックr:x

ラ イ トな ど多 様 な 光 を 積 極 的 に 活 用 す る。

ま た 、 光 は 、 発 光 、 透 過 、 投 影 、 な ど、 、

様 々 な 要 素 を 活 用 して 表 現 す る こ とが 可 能

で あ る 。

な二禦 謹 撫 膿:ち鵜雑 爵
め 、 発 想 が よ り広 が り 、 も て る力 が 十 分 に

発 揮 され る こ とが 期 待 で き る。'」

(2)A表 現(1)「 造 形 遊 び 」 及 びB鑑 賞(1)と の 関 連

L恨 驚 齢

光 は 、材 料 ・環塊 との組 み合 わせ の 中で

刻 々 と変化 し、児 童 はそ の経験 の中 で美 しさ

を発 見す る。 様 々な光 の美 しさや 面 白 さは、

日常 生活 で実感 され てい る部分 はあ って も、

そ の多様性 につ いて は 、未 経験 な場合 が多 い。

まず 、光 とい う素材 を、 児 童が じか に体験

す る 「造形 遊び 」 を行 う意味 は ここにあ る。

また 、表現 活動 〔新 しい 意 味や価 値 をつ く

りだす 活動)と 鑑 賞 活動(新 しい意 味や価値

を獲得 す る活動)を 積極 的 に 関連 付 け、意 図

的 、計 画的 に設 定す る ことに よ り、 両活動 に

かか わ る創 造的 な能 力 を伸 ば し、偶然 の児 童

同=ヒの学 び合 いだ けに俵 存す る こ とな く、
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実 り豊 か な学 び合 い が実現 で きる と考 え る、
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3題 材の評価規準及び学習活動における具体の評価規準

ア 造 形 へ の 闘 心 ・意 欲 ・態 度 イ 発想や構想の能力 ウ 創造的な技能 工 鑑賞の能 力

題
材
の
評
価
規
準

様 々 な光 の美 しさや面

白 さに気付 き、 それ ら

を生 か し想 像 をふ くら

ませ て 、創 意 工 夫 して

表 現活 動す る喜 び を味

わお うとす る。

様 々な光 の美 しさ

や面 白 さか ら想像

した こ とな どを も

とに、表 したい こ と

を発 想 レ、デ ザイ ン

の能 力 な どを働 か

せ 、自分 の選 ん だ材

料 の特徴 な ども生

か して表 し方 を考

え る。

表 した い ことに合

わせ て 、光 な どの

材 料 や構 成 の美 し

さな どの感 じを考

え、造形 感 覚や 創

造 的な 工作 の能 力

を働 かせ て、表 現

に適 した方 法 を組

み合 わせ 、表 し方

を工夫 す る。

自分 ら しい見方 や 感

じ方 で鑑 賞 し、友 人 の

作品 の表現 の 意図 や

特徴 を とらえ、よさや

美 しさを感 じ取 づ た

り、味わ った りす る。

光
で
遊
ぼ

う

①様 々な光の美しさや面

白さに気付き、それらを生

かし楽しい造形活 動をし

ようとする。

①よさや美しさなどの

自分 の感 じ方を大切

にして想像 をふくらま

せ、表し方 を考える。

「

光
の
ゲ
イ
ジ
ュ

ツ

作
品
」

を
つ

く

ろ

う

②様 々な光の美しさや面

白さを生かし想像をふくら

ませて、表し方を工夫す

るなど創造的 に表現しよう

とする。

③友 人の表現 との交流な

どをきづかけとし、新しい

発想を目指したり表し方

を工夫 したりするなど創

造的に表現しようとする。

②様 々な光の美しさ

や面 白さから想像 し

たことなどをもとに表し

たいことを発想し、材

料や用具を選び、表

現方法を試したり、や

り直したりしながら表し

方を考える。

③友人の表現 との交

流などをきっかけと

し、新たな発想 を加 え

たり、様々な表現方

法を組 み合わせたり

するなど、表し方を考

える。

①表 したいことに合わ

せて、光 などの材料

や構成 の美しさなどの

感 じを考え、つくり、

手を加えてつくり変え

ながら、表 し方を工夫

する。

②光などの材料や用

具の特性 を生かし、

造形感覚 や創造的な

工作の能力を働 か

せ、新たなものを加 え

たり、部分 を取り換 え

たりするなど、表し方

を工夫する、

① 自分らしい見方や感

じ方で鑑 賞し、友人 の作

品の表 現の意図や特 徴

をとらえ、よさや美 しさを

感じ取る。

晃
の

展
し 覧
よ 会

う 一
を

④ 自分 や 友 人 の活 動 に

関心 をもち、よさや美 しさ

などを感じ取り、味わおう

とする。

② 自分らしい見方や感

じ方で鑑賞し、友 人の

作品の表現の意図や

特徴をとらえ、よさや美

しさを感 じ取り、見方や

感 じ方 を深 める。
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4指 導と評価の計画 児童の発言
「教師 の指導の言葉」【意図 した観 点】

時

1

2

・

3

9

児童の活動

光で遊 ぽう

O様 々 な光源 を近 くで じっ く り

見 た り、光 の効 果 を楽 しん だ

り、素材に触れた りす る中で、

光 を使 った表 現 活 動 に対 す る

興味 ・関心 をもつ。

ブ ラ ックラ イ トの光 って 本 当

に不思議だね。

電球ってきれいだね.光 があた

ってきれいに見えるものを美め

よう!

私は透けてきれいに見兎るも

のを集めて作品にしたいな。

「光 のゲイジュッ作 品」をつくろう

O持 っ て き た も の を 机 の 上 に 並

べ る。

例 … 懐 中電 灯 、 フ ィル ム ケ
ー ス、ペ ッ トポ トル 、 装 飾 用 電

球 、 卵 のパ ック な ど.

ペ ッ トボ トル やア ル ミホ イ ル

を持 って来たよ。

いろ いろ 組み 合わ せて き れ い

な光のゲイ ジュッ作品に しよう。

O集 めて きた材料、教師 が準備 し

た もの を組 み合 わせ 、光の見え

方 を考え、計画カー ドにアイデ

ィアスケ ッチをす る。

O様 々な材料 に直接触れ なが ら、

アィデ ィァスケ ッチ をす る。

教師の働 きかけ、指導上の留意点

*各 種 電 球 、LED(発 光 ダ イ オ ー ド)、 ブ ラ ッ ク ラ イ

ト、 蛍 光 材 料(シ ー ル 、 毛 糸 な ど)、 色 セ ロ フ ァ ン 、

画 用 紙 、 薄 葉 紙 、 グ ラ シ ン 紙 、 ビニ ル 袋 、 ア ル ミホ

イ ル 等 を 用 意 す る 。

「今 日は初め に、光 を使 ってい ろんな ことを実

験 します。

暗 い中での光 と材料 の見え方 を、じっくり観

察 してみて くだ さい。どんな組み合わせが きれ

いに見 えるか な?」`発 想 ・構想の能力】

*電 気の扱 い、電球等 の発熱の注意について徹底 す

る。
*暗 い中 での 安全 な活 動の在 り方に っい て指導 す

る。

多様な光 によ る効 果の違 い、莞光 、透 過、投影

な どの様 々な要素、材 料に よる光 の効 果の変容等

にっ いて広 く体験で き るよ うに、適宜.樺 々な方

岳 を示 した り、個 々の活動 を全 員に紹介 した りす

る。
⇒児童が 自 らの判 断で、材料 や表 し方 を遇ぶ こ

とがで きるように

「今 度の授 粟で は.「 光の ゲイ ジュ ツ作品」 を

つ くります。今 日見 つけた こと、感 じた ことを

ヒン トに 、 い ろん な材料 を集 め てみ て くだ さ

い 。先生 も使 えそ うな材料 を集め ておきます。」

*教 師の準備 … 前 時に準備 した もの に加 え、多

様 な蛍光 塗料 、針金 、木材 、接着剤 な ど

「皆 さん、い ろいろ集めて きま したね。

計画 カー ドに少 しず つア イデ ィア を記入

してい って くだ さい。イラス ト・文章 どち ら

で もいいですか ら、考えた り思い付いた りし

た ことを、どん どんか いてみ ま しょう。ど う

した ら光 の美 しさを生かせ るか を考 えなが

らかいて くだ さい。」

【発想 ・構 想の能 力】

児童 が、 自分 らLい 判 断や表 し方 を考 え出せな

いでいる場合 は、思 いをよ く聞き畳け止めなが ら、

一緒 にな って考えた り、檀 数の例 を示 し児童が選 「

択できるよ うに した りするな ど、指導 を工夫する。

評価規
準

ア①

イ①

ア②

イ②

ウ①
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*ア イ デ ィ ア ス ケ ッ チ が で き た

ら、 製 作 に 入 る。

*明 るい状態で作業 し、適宜、教

室 を暗 く して 自分 や 友 人 の 作

品を鑑賞す る。

*途 中、新たな発想 を加 えた り、

様 々な表現方 法を、新たに組 み

合 わせ た りした ら、後で計画カ
ー ドにメモする

。

鰻
駆

■

*電 気の扱 い、電球等 の発熱の注意にっいて徹底す

る。

「光 の美 しさを生か して、色や形 を工夫 して作

品 をつ くろう。暗い 中では見 えな くても、柱に

なるよ うな部分 も大切 だよ。」【創造的な披能】

*活 動の様 子を、で きるだけ多 くデ ジタルカ メラで

撮 影 し、振 り返 りの材料 にす る。

こ この見 え方が きれい じゃないな。全体

がな んだか 壊れそ うだな.も っと しっか り

つく らぼ くち ゃ。

ア イデ ィアヌケ ッチの通 り、針金で 心棒を つくっ

て、 クリスマス電球 を巻 き付 けよう。電球は 思った

より長か ったか ら、全体のかたちは大き くしよう。

この 電 疎 を使 って こん な に

きれ いにで きるなんて、知らな

か ったよ。これを、作品に使っ

てみ よう。

は じめの計 画では、赤い電 球

を使 おうと思 ったけ ど、いろい

ろな色 の光を使うことにした,

「光 の展 覧会 」 を しよ う

*自 分や 友人の作品をあ らため

て鑑賞 しなが ら、活動を振 り返

る。

こうや って みん なの 作 品を 見 る

と、また別の見方ができるね。

*振 り返 りカー ドに 、 自分 の 作 品

に つ い て 、友 人の 作 品 につ い て記

入す る。

{相 互鑑 賞活動 を通 して}

「素敵なアイデ ィアがた くさん あ りますね。

他 の人の作品を ヒン トに して.気 付いた こと

な ど をも とに、 新 しいア イデ ィア を加 えた

り、つ くり方 を工夫 した りして、自分の作品

をも っと素 晴 らしいもの に しよ う。」

【発 想や構 想の能 力】【創造的な挨能】

児童一人一人が 、納得 い くまで表現 を追求 できる

よ う、西別に指導す る。

O児 童が、 自分の表現 に 自借 をもち、自分 ら しさ

を発揮で きるよ うに

O児 童が、 自分の表 したい ことに合わせて 、さら

に表現方法 を工 夫できるよ うに

O友 人の作品 を見て気付いたこ となどを 自分の

表現 に生かす ことがで きるよ うに

{結 果 を急 がず に児 童 一 人一人 の学 びの プ ロセ

ス を大切 に して 、個 に応 じた指導の充実 を図る。}

「今 日はみ なさんが取 り組んだ 「光 のゲイジュ

ツ作 品」の鑑 賞を しま しょう。

まず 、お互 いの作品 を見る時間 をとります。

その あと、友人の 作品の素 敵だな と感 じたと こ

ろなどを発 表 しても らいます。」【鑑賞の能力】

*活 動の様子や作品 につ いてデジタルカ メラで撮 っ

た画像を スライ ドで見せ て、お互 いの活動 を振 り

返 る機会 も設 ける。

エ①

ア③

イ③

ウ②

ア④

エ②
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5学 習 活 動に 即 した評価 カー ドの例
'

〔 催 すべき状況については必ず講 する.

「光 のゲイジュツ」活 動 の記 録 ∠//5年o組 氏名Oooo

ア 造 雅 への 関 心 ・意 欲 ・態 度 イ発想や構想の能力 ウ創造的な技能 工鑑貰の能力

①様々な光の美しさや面白さ ① よさや美 しさなどの 自分 の感

に気 付 き、それらを生 か し楽 し じ方 を大 切 にして想 像 をふ くら

い 造形 活 動 をしようとする。 ませ 、表 し方 を考 える。

A光 の表現の面白 さに
し 、・¶ψ 邑 、V甲')ヘ ハ 」～ 、.へ'Vv、.、.'㌔A.・! r、/v、 へ〆＼!ず㌦,馬!〉'㌔'㌧ ～ ～ 属一へ ←.A西'ヤ'㌔ ド/ノ 噛ノ＼ノ～,へ!・ ノ㌔～'ゾ.'. !・!v、.㌧ 旧.,〆.・ ・,'ハ 、.、A㌧'♂r

②様々な光の美しさや面白さを ②様々な光の美しさや面白さか ① 表 したいことに合わせ て、

生 か し想 像 をふ くらませ て、表 ら想 像 したことな どをもとに表 し 光などの材料や構成の美し

し方を工夫するなど創造的に たいことを発 想 し、材 料 や 用 具 さなどの感 じを考 え、つ くり、

活 表 現 しようとす る。 を選 び 、表 現 方 法 を試 した り、 手 を加 えてつ くり変えなが

A自 分の思いに合わせ や り直 したりしなが ら表 し方 を考 ら、表 し方 を工 夫 す る。

て、材 料や表 し方 を工 夫 え る。

動 し 、納 得 い く ま で 試 み 、 一っ

く り 変 え ・つ く り 焼 監ナよ う

の と す ろ 。

記 ③友人の衷現との交流などを ③友人の表現との交流などをき ②光などの材料や用具の ①自分らしい見方や感じ方

きっかけとし、新 しい発 想 を目 っかけとし、新 たな発 想 を加 え 特 性 を生 か し、造 形 感 覚 や で鑑 賞 し、友 人 の作 品 の

録 指 した り表 し方 を工 夫 したりす た り、様 々な表 現方 法 を組 み 合 創造的な工作の能力を働 表現の意図や特微をとら

るなど創 造 的 に表 現 しようとす わ せた りす るなど、表 し方 を考 え かせ 、新 たなものを加 えた え、よさや美 しさを感 じ取

る。 る 。 り、部 分 を取 り換 えたりす る る 。

A友 人 の表琉 か ら、 光 な
どの材料 の特性 の 生 か し

方 や表現 方法 の工 夫 につ
い て、一生 懸命 学 び取 り、

自分 の表 現 に生か そ う と
す る。(O月0日)

C集 め た 材 料 に 固 執 し表

現 が 行 き詰 ま り困 っ て い

る 様 子 。

B様 々 な 表 現 の 面 白 さ

に つ い て い く つ か 紹 介 す

る と 、 友 人 の 表 現 か ち 、

ブ ラ ッ ク ラ イ ト を使 う こ

と に 変 更L。 や り た い こ と

が 見、え て き た 。{0月O日)

など、表 し方を工 夫 す る。

A主 た る 光 源 や 構 想

を 変 更 し た た め 、 始 め

か ら や り 直 し、 暗 く し

た と き の 、 光 が あ た っ

た 対 象 物 の 色 合 い や 形

の 微 妙 な 調 整 を行 い 、

納 得 い く ま で 表 し方 を

工 夫 して い ろ 。

④自分や友人の活動に関心を ②自劾らしい見方や感じ方

もち、よさや 美 しさな どを態 じ取 で鑑 賞 し、友 人 の作 品 の
'

' 「ソヘノ㌔!t誇/・!"/,、!_'ノ 覧/'・/㌔!ノ ノ'ず'』/㍉ ノへ!ノ,'・ ♪ 層 ノ 、・.・・!〆 〆 ゴ'!/・ 〆 ノ、A!'/!/、!'ノ 隔・!・/.

濤価…"÷ 醐 『B A B

大 変熱 心 に取 り組 む こ とが で き ま した。材 料 集 め で は 身 の 回 噸で使 え そ うな もの を熱 心

所見 に集 め て い ま した 。途 中 、そ の 材 料 を使 うこ と に 気 を取 られ 発 想 を転 換 させ る ま で に 時 間

が か か りま した が、 ね ば り強 く工 夫 し最後 に は納 得 の い く作 品 に す る こ とが で き ま した 。

皿 ま と め

文 部省 小学校 教 育課 程一 般指 導 資料(平 成5年)に は、 「基 礎 ・基本 を子供 た ちが 自 ら獲得

し、それ を創 造的 に生 か しなが ら、人 間 らし く豊か に生 きてい くこ とが できる資質 や 能 力 に

な る よ うに身 に付 け る こ とが大切 で あ る。」 と示 され てい る。

図 画 工作科 で は ぐくむ 、 「新 た な着想 や新 しい 見方 に気 付 き、自分 らしい判 断や 表 し方 を主

体 的 ・創 造 的 に考 えだす力 」 「表 した い こ とを表す た め に、表 し方 を工夫す るカ」な どの創 造

的 な諸 能力 、豊 か な感性 や 情 操 は 、 日常 生活の 中で 「生 き る力 」 と して 、美 しさや よ さを求

め る心や行 為 とな って表れ るカ で あ る。 人 が身 の回 りの環境 と豊か に交流 しな が ら、新 しい

意 味や価 値 を創 造 し、心 豊 か な生活や 人 生 をつ く りあげて い くた めの重要 な力 で ある。

そ の よ うな重 要 なカ の基礎 ・基本 とな る、評 価 の 四観 点 に よ り分析 的 に示 され た資質 や能

力 をす べ ての児童 に育成 す るた め に、題 材 の設 定や指 導 の在 り方 を常 に 工夫 ・改 善 しな けれ

ば な らな い。

図 画 工作科 の、児 童 が主 体 的 ・創 造的 に取 り組 む 学習 活動 にお いて 、児 童 は真 剣 に考 え、

とき には悩 み なが ら活 動 に夢 中 に取 り組 む。児 童 自身の もって い る様 々 な知識 や 技能 、経 験

等 を生 か し、それ らの要 素 を再構 成 した り拡大 した りして 、学習 活動 に取 り組 む 。 この よ う

に して、様 々 な資質や 能 力が発 揮 され 、働 か され 、 高め られ る。 そ して 、創造 的 な喜 びや 充

実感 を心 か ら実感す る。 この よ うな実 りあ る学 習活 動の 実現 こそが 重要 なので あ る。
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